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⽇本学術会議による「未来の学術振興構想」の策定に向けた
「学術の中⻑期研究戦略」の公募（2023）
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未来の学術振興構想のグランドビジョン
(公募時予定20-30程度. 実際には19ビジョン)

グランドビジョン⑪: 数学・数理科学・量⼦情報科学が切り拓く未来社会に採択（全13学協会/研究機関）



学術の中⻑期研究戦略（⽇本数学会）
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世界を牽引する数学・数理科学の深化・創造と新たな
科学技術イノベーションへの展開
キーワード
・世界を牽引する数学・数理科学研究 
・諸科学・産業の基盤としての数理科学
・国際共同研究の活性化
・最先端数学研究の推進とその科学技術イノベーションへの展開
・⼈材育成・裾野を広げる・ダイバーシティ

 



世界を牽引する数学・数理科学の深化・創造と
新たな科学技術イノベーションへの展開

通信・情報
暗号理論
符号理論
ブロックチェーン技術

計算機科学
量⼦コンピュータ
量⼦計算
AI
機械学習・深層学習
ニューラル

   ネットワーク
データサイエンス
乱数

経済学・⾦融
数理ファイナンス
アクチュアリー数学
ブラックショールズ理論
確率偏微分⽅程式（伊藤の公式）

社会科学
離散最適化理論
保育園⼊所マッチング
渋滞学
形状デザイン

物理学

⼯学
宇宙開発
ロボット開発
流体⼒学医学

感染症モデル
病理モデル
医療CT
視覚科学
脳情報処理機構

フーリエ解析による画像処理
ウェーブレット変換情報縮約画像

地球 気象予測
海洋探索
鉱産資源開発

⽣物学
DNA
⼒学系理論
反応拡散⽅程式

化学 ⾼分⼦解析
物性

解析

代数 幾何

確率 統計・

ビジョン
• 数学・数理科学の学問としての深化と創造
• 諸科学の根幹としての数学への時間投資
• 国際競争⼒の強化
• 他分野融合による科学技術イノベーション
• 次世代を担う⼈材育成

トポロジカル物質
超伝導
量⼦⼒学
メタバース



学術研究構想の学術的意義
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l ⽇本は数学における国際社会では主導的⽴場にある。しかしIT・
データ⼈材を中⼼とする開発のための諸科学・産業との連携は世
界に遅れをとる。

l 数学・数理科学にもとづく分野を横断・統合する⼿段を確⽴する
ことで，異分野の融合とノベーションの「惹起プロセス」を加速 

l 数学・数理科学の深化・発展に寄与するとともに、諸科学・産業
との協働による研究活動が我が国に定着し，「知識創造⽴国」が
実現



学術研究構想
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１．全国に分散する研究者の裾野の広がりを維持し, 若⼿を育成する 
「数学・数理科学公募プロジェクト研究」

２．国際共同研究による数学・数理科学の世界最先端研究推進のための
「訪問滞在型研究」拠点の設⽴・強化

数学・数理科学関係 共同利⽤・共同研究 5拠点
•京都⼤学数理解析研究所（1963年設⽴）
•⼤阪公⽴⼤学数学研究所（2003年設⽴）
•九州⼤学マス・フォア・インダストリ研究所（2011年設⽴）
•統計数理研究所（1944年設⽴）
•明治⼤学先端数理科学インスティテュート（2007年設⽴）

⽇本数学会

⽇本応⽤
数理学会

統計関連
学会連合



学術研究構想
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１．全国に分散する研究者の裾野の広がりを維持し, 若⼿を育成する 
「数学・数理科学公募プロジェクト研究」

l 全国の国公⽴⼤学・私⽴⼤学に分散する研究者の裾野の広がりを維持し、活⼒を保
つ体制を構築

l 全国に分散する⼤学・研究所と協⼒し、地⽅の研究推進⼒強化により次世代を育成 
l ⼀定期間（例︓1年間）研究に専念できる機会・制度の確⽴
l ダイバーシティ推進および⼥性研究者⽀援の促進・改善 

公募の取りまとめや研究室の貸与を⼤阪公⽴⼤（OCAMI）を中⼼に担っていただく。



学術研究構想
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２．国際共同研究による数学・数理科学の世界最先端研究推進のための
「訪問滞在型研究」拠点の設⽴・強化

l 世界的に第⼀線の研究者と浸⾷を共にする環境下で，国内の若⼿研究者の育成を推進 
l ⽇本の訪問型滞在研究所が世界に向けて情報発信することにより，国際的な地位を確⽴ 
l アメリカ・サイモンズ財団研究所、ドイツ・オーベルヴォルファッハ研究所、フラン

ス・シルム研究所、カナダ・バンフ国際研究ステーション、ポーランド・バナッハセン
ターと⽐肩する訪問滞在型研究所は国際的数学発展の指標

「国際共同利⽤・共同研究拠点」として世界的に認知度の⾼い京都⼤学数理解析研究所
に本事業を担っていただく。



動向
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• 2006年 ⽂部科学省科学技術・学術政策研究所
「忘れられた科学ー数学」

• 2010年 ⽇本学術会議 数理科学委員会
「数理科学分野の展望」

• 2017年 ⽇本学術会議 数理科学委員会・数学分科会
「数理科学と他の科学分野や産業との連携の基盤整備に向けた提⾔」

• 2022年 ⽂部科学省研究振興局
「2030年へ向けた数理科学の展開ー数理科学への期待と重要課題ー」

 

課題
1. 数学・数理科学の重要性を広く社会に認識してもらう
2. 予算獲得・計画の実現に向けて

 


